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解決すべき地域の課題
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【団地名】 【所在地】

「市営住宅のコミュニティ活性化事業」の利用による変化

• 子ども食堂や子育て世帯対象の食品配布を行っているが、コロナ禍でより多くの方へ支援
が必要になっている。

• 高齢者の方々も物価高騰の影響を受けており、貧困が深刻化している。
• 食事がまともに取れていない方々が数多くおられる。

NPO団体HSC ～子どもたちの笑顔のために～

はぴちる子ども食堂 はぴちる食堂

城東区今福南4丁目10番今福南住宅 3号館 109号室

• 地域の高齢者たちには地域食堂を提供し、子どもたちや子育て世帯の方々に対しては子ど
も食堂や食品配布等の支援を提供していく。

• 地域の方々へ安価で居場所を開放し、相談しあえる場やふれあいの場を提供していく。
• 持続可能な開発目標、SDGsを意識し、活動を行っていく。

OsakaMetro
長堀鶴見緑地線 今福鶴見駅

今福南住宅

• 会食形式の子ども食堂及び地域食堂を毎週金
曜日、お弁当を配布する子ども食堂を第4日曜
日に実施。

• 対象：子育て家庭（主に1～18歳の子どもとそ
の保護者）。地域食堂では、年齢制限なく地
域住民を対象としている。

• 子ども食堂利用料：子ども0円、大人300円
地域食堂利用料：400円

• 一度の開催で15～60人が利用している。

• 市営住宅の利用前からの鶴見区・城東区の利用者や、近隣住宅の住民が利用している。

• 畳の上にカーペットを敷いている。
• 食事部屋と遊び部屋を分けている。
• 開催日には玄関に看板を出したり、看板を

持って玄関外で利用を呼びかけている。

• 市営住宅の一室を借りられたことで、会食ができるようになり、子どもたちの様子を見守
りながら保護者の困りごとや必要な支援についてゆっくり話すことができるようになった。

• 利用者の滞在時間が長くなったことにより距離が縮まり、より個別的に相談時間を取るこ
とができるようになった。

• 活動場所を固定することで、自治会や福祉支援員の方々と交流ができ、相談できる人が増
え、地域のつながりができた。
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室内の活用状況

【活動の様子】
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